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サ トウキ ビの出穂に及 ぼす暗期阻害 の効果

永　 冨 　 成 　紀

（九州 農 業 試 験 場 ）

Effect　uf 　Eig｝】t　breal｛age 　on 　tass 已1［ing　of 　sL】ga エ
・ca ヒle

　　 Shigeki　 NAGAToMI
（Kyushu．　NatLAgr ．　Exp ，　Sta．）

　サ トウ キ ビの 花成 は定 日性 と言 わ れ ，日 長時間が 12

時聞 30 分か ら 12 時間に な る秋分 の 頃 に花芽を誘起す

る と され て い る
t「・・6）

． 原敵 に 近 い 熱手隗 域 で は，サ ト

ウキ ビの 出穂 は良好で あ るが ，鈍 熱 帯 か ら温 帯へ 緯度が

高ま る に っ れ て 出穂性品種 は漸減 しか つ 出穂時期の 晶種

間差 異 が 著 る し くな り， 高緯度帯 の 交配育種の 障害 とな

っ て い る
L3・4）。　交配操作上 ，出穂期の 調整 に は通 常 日

長処 理 を施 す が ，それ に は品 種の 日長 感 応 期 を確 認 す る

こ とが先決 で あ る。 本試験 は 蔗作北限地帯に在 る鹿 児島

県種 子 島に お い て ，夜間 電 照 に よ る 日 長の 暗期阻害 か ら

花 芽 反 応 期 を確認 し，知 見 が 得 られ た の で 報告 す る。

　　　　　　材料お よ び 方 法

　供試「lll種 ；Co312 ，　 CP36 − 15771 「135
，
　 KR 　66−

168 ，g！agah （Saccharum 　 s ♪ontaneZtm 　L ．．）の 5

品揮 。

　耕種概要 ： glagah は 1／5ヂ α ワ グ ネル ポ ッ ト，他 は

209 ポ リポ ッ トに 赤 ホ ヤ 土 を用 い て ，
1968 年 4月 23

日に一芽苗を催芽 し，5月 22 日に 定 櫃 した 。 基 肥 に は

熔成燐肥 803 を施 し
， 活着後三 要素等量配合の 液肥 を約

2週間毎に各成分量 3g ／儲宛施 用 した。　 glagah は 1／3

量 と した。

　電照処理 方法 ：電 照処理 期 間 は第 1図 に示す 8処理 を

設 け ， 第 1 区 は 1968 年 8月 22 日 に 聞始 し 区 間 5 目 づ

っ 遅 らせ
， 第 8 区 は 10月15 日 に終 了 し た 。 各 区 と も20

日間 に わ た り，毎 日午前 0 〜i 時の 1時間，ア イ ラ ン プ

50ew4 基 で 5m の 高度 か ら照射した。冠葉部の 地 と 2

m 位置 の 照度は 230 〜4001ux で あ り， 均 等な照 度条1牛
を与 え る た め に 5 日毎 に ポ ッ トを移動 させ た 。

　　　　　　結果 お よ び 考察

　電 照 処理 に よ る 暗期 阻害 の 出穂 に及 ぼ す効果 は 第 1 図

に示す とお りで
， 処理時期 の 蓋異が 極 め て顕著 で あ っ た 。

昭和 55年 5 月 9 日　第 57回 講演会 で発表

早期 の 処理 1 ，2 区 に お い て は出穂時期が 多少遅 延 した

品種 もあ っ た が ，完全 出穂 とな り対象区 と大 差 は 認 め ら

れ な か っ た 。 さ らに 処理 が 遅れ る につ れ て ， KR 　66− 168

以外 は 9 月中下旬を中心 に花芽形 成の 認 め られ な い 区 を

は きみ ，再 び 7，8区 で は 花 芽が 形成 され た。こ の 9 月中

旬頃の 花成阻害 の 時期 に 自然 日長
一
トにお け る 花芽感 応期

が存 在 す る と考 え られ る 。 以 上 の 観察結果 よ り， 各晶種

の 花芽 感 応 期間を推定 す れ ば ，次の よ うで あ る 。Co312

　 9 月 23 〜28 日，CP36 − 157 ：9 月 25 日〜 10 月 1

日 ，
Fl35 ：9月 18 〜 27 日 ，　 glagah ： 9月 15〜25

日で あ っ た 。 したが っ て glagah が 最 も早 く，Fl35 ，

CQ312 ，CP36 −　1　「J　7の 順 とな り，KR66 − 168 は 本

試験 か らは 明確な 時期を確認で きなか っ た。以．との結果

よ り，花芽感 応 開 始時 期 は約 10 日 間 の 幅 で 品樋問差異

を認 め た。

　 っ ぎに暗期 1沮害 に 対す る 各品種 の 反応に つ い て ，gl
−

agah で は 第3 〜6 区 に亘 り未分化状態で 最 も阻 警が 著

る し く s
一

方，KR66 − 168 で は 第 1〜6 区 まで は 出穂

し ，7 ，8 区 で 穂孕 状態 で
， 処理 に よ り漸次 出穂 期 が遅

延 す る程度で 影響 は軽微 で あ っ た 。 こ の 原因 に つ い て ，
KR 　66 − 168 は す べ て の 弱少 茎 や側 芽 に も出 穂 を み る ほ

ど花成が 強 く ，
こ の 電 照 条件 で は 充分 に 花成 を阻 需で き

な か っ た と考 え られ る。C 。 312 ，　Fl35 ，　CP36 一正57

は 上 述 2 晶種の 中閙の 反 応 を示 した 。 日 長感 応 部位 は心

菓 を含む 2
， 3葉位 と報告 され

5），処理時の 冠葉部 は地

．．ヒ約 2 襯 位 置 に あ り，電 畑 自：下 と最 外縁 部 の 照 度 は 各 々

400 ，2301tex で あ り， この電 照条件下 で は 阻害程度 に

品種間差異 を認 め た 。

　灣照 区 で は全 品 種 と も完全 出穂 とな っ た の で ， こ れ を

基に花芽感応開始期か ら出穂始期 ま で の 日数 を算定 した 。

glagah ： 65 日，　 F135 ：75 日，　 Co312 ：103 日，
CP36 − 157 ：92 日，　 KR66 − 168 ：55B で あ り， 花芽

感応 期 の 早晩 と出穂時期との 問に関連性 は 認 られ な か っ

た 。
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需
≡

（ ）内 は対照 区 に 対す る 出穂始 めの 早  。晩←）目 数 を示 す

　　　　 第 1 図 ； 花成 に 及 ぼ す電 照 処 琿 の 効果

　未出穂茎 に つ いて は，1969年3月17日に稍頭部の 分解調

査 を 行 な っ た 結果 ，

一
ド記 の 傾 向が 各 吊 種に 共 通 して 觀

察され た の で ，CP36 − 157 に つ い て 説 明 した い （第 1

表 ）。CP36 − 157 は 7 区 で 未分化 で あ り対照区 に 比 べ

て 分化 期 以 降の 展 葉 数 が 少 な く，日長 感 応 の 弱 い 茎 の 展

契速度 は 出穂茎 に比較 して 遅滞す る傾向が み られ た。分

化 期直前 の 4 −・　6 区 で は 対 照区 に 比 べ て 分化期以降

の 展葉数 が 増 加 し て い る 。 こ れ は 分 化 期頃に 花 成が

微弱 な 茎 で は 生 長 点の 花芽へ の 分化 が 遅 れ ， 幼葉へ の

分化 が 増 加 し た もの と考 え られ る。分化期以 降の 8 区 で

は正 常の 展 菓数 に な っ た が幼穂発育 は 遅 れ ，分化期以降

に も幼穂 の 発達 に 対 し好適 日長条件の 必要性を示唆して

い る。

　− li　，出穂 茎 に は 止藁節 を含 む 5 節 に は 芽子 が 存在せ

ず ， そ れ以下 の 各節 に芽子 を もつ 通 常 の 節 と は 明 確 に 識

別 で き る。こ の 無芽節 は CP36 − 157 で は 5節 で あ るが ，

花成の 微弱な 4〜 8 区で は 幼 穂 長 の 短 少 に伴 な い 無 芽節

が 減少 し 平行的 な 関係が 認 め られ た 。 これ は 生 長点 の 花

芽分化の 際 に 幼葉 の 始原 は後 に 葉鞘の 伸長 に よ り保護葉

に 転化 され ， 芽子 や 根帯 は 消去 され る と推察 さ れ る 。 こ

れ を襃付 け る よ うに 無芽節 を観察す れ ば，芽子 の 消去 さ

れ た 痕跡 を認 め同 時 に根 帯 もこ れ を境 に 消失 す る．こ の

よ う に 無芽節 は 栄養相 か ら生 殖桐へ の 転換の 際に 生 起 さ

れ　花 芽感 応 の 強 さ を表現 す る指 標 とな る。

　以 上 の 結果 よ り，交配 操作 に 際 して サ トウ キ ビ の 出穂

期 を調整す る に は ，出穂期 を早め る 場合花 芽感 応 期に 該

当す る 日長 時 間 を そ れ 以 前に 延長す る こ と ， また 遅 め る

に は 花芽感応 期 の あ る時期に 夜間電 照す る こ とに よ り，

そ の 目的 を達成 す る こ と が で きよ う。

　　　　　　摘　　　　　要

1） サ トウ キ ビ品種 の 花芽感応 時期 を確認す る た め に ，

N 工工
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第 1 表　電 照処 理 区 に お け る各部器官の 変化

　 　 　 　 　 　 3

　 　 　 　 　 　 4

CP36 − 157　　　 5

　 　 　 　 　 　 6

　 　 　 　 　 　 7

　 　 　 　 　 　 8
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夜間電照 に よ り日長 を 阻害 した とこ ろ，9 月中下旬頃 に

花 成の 阻害を認 め た 。

　 2） 日長 感応 の 開始 時期 は 9月 16〜25 日頃 に あ り，

晶 種 問 で 約 10 日 間の 差異 を認め た が ，出穂 期の 早 晩 性

との 問 に は 関連供 は認 め られ な か っ た 。

　 3）所与 の 電照 条件 に 対す る花戚 の 阻 害 は影 響 の 大 き

い 品 種 か ら軽 微 な品 種 ま で 品種 間 差 異が 認 め られ た 。

　 4） 花成の 抑制 や 阻害に 伴な う各部器官の 変化 を観察

し，展 葉数 ，展 葉 速 度 ，無 芽節 な らび に 根 帯 に特徴 が 表

われ ，花芽反応 の 強 さを 表わ す指標 とな る 。

　 5） 出穂 期 の 調整 に は ，適 日 長時問の 延長や 夜間電照

処 理 に よ り目的 を達成 で きよ う。
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